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誰でも楽しめるスポーツを
ボランティア入門講座

～モルック・レクリエーション用品体験会～
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フィンランド発祥で年齢や体力に関係なく、誰でも楽しめるスポ

ーツとして近年注目されているモルック。２月28日（土）にひだ

まりの丘を会場に、体験会を開催しました。当日は40名を超える

たくさんの参加者が、即席のチームを組んで白熱した対戦が行われ

ました。参加者からは、「頭も体も使っておもしろい」「地区のサロ

ンでやってみたい」といった声が聞かれました。

ボランティア入門講座
会長就任あいさつ、全社協会長表彰
令和７年度会員加入状況報告
令和７年度会員加入状況報告
民生委員児童委員協議会
生活支援体制整備事業
ボランティアセンターコーナー
工房ななつもり、老人クラブ連合会
福祉情報掲示板
発信！！つながるTaiwa
共同募金実績報告　他



令和７年度　大和町社会福祉協議会　会員加入状況のお知らせ
本会事業へのご理解、ご支援、誠にあ
りがとうございます。皆様からお預かり
いたしました社協会員年会費は、地域の
福祉活動へ活用させていただきます。
事業報告と会計の決算は次号にてご報

告いたします。

会員加入実績
一般会員
4,491世帯

賛助会員
267口

特別会員
68口

誰もが安心して暮らせる支え合いのまち大和を目指して
会員の皆様のご協力ありがとうございます
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つ
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皆
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事
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。
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催
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表
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ま
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所
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で
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後
と
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し
ま
す
。

大
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　会
長

横

　田

　隆

　雄
浅野　喜高（吉岡）敬称略
任期：令和８年３月25日から令和９年６月開催予定の

定時評議委員会まで

田村　雄二 様（ 落 合 ）（令和８年３月31日付）
早坂　　基 様（町福祉課）（令和８年３月31日付）
荒木　直美 様（町福祉課）（令和８年３月31日付）

監事就任のお知らせ

理事退任のお知らせ

評議員退任のお知らせ
退任された皆様には就任期間内のご尽力に対しまして厚くお礼申し上げます。 

今後ともご指導ご鞭撻くださいますようお願い申し上げます。

全国社会福祉協議会

会長表彰

全国社会福祉協議会

会長表彰
社会福祉協議会・民間社会福祉功労表彰

堀　田　多美夫　様
中　川　久　男　様

令和７年度
おめでとう
ございます

（Ｒ７.４.１～Ｒ８.３.31）

◎　特　別　会　員（１口　10,000円） （順不同敬称略）
㈱ 佐 藤 組
東北計器工業㈱
東北化学薬品㈱
㈱ 驍 品
八幡はなぶさ
㈲佐藤風呂店
佐藤歯科医院
まほろば歯科クリニック
吉岡天皇寺歯科クリニック
みやび歯科医院
おやま小児科クリニック
七ツ森ファミリークリニック
（福）まほろば まほろばの里たいわ
㈱大和町地域振興公社
㈲加賀自動車整備工場

七十七銀行吉岡支店
仙台銀行吉岡支店
古川信用組合吉岡支店
九 品 寺
妙 勝 寺
教 楽 寺
【 宮 床 地 区 】
㈱みちのく企業
㈱みちのく建設
㈱みちのく観光
㈲庭正庭芸研究所
支援施設あさいな
NPO法人ふれあい
NPO法人野のゆりホーム
㈲宮床製作所

しあわせ不動産㈱
覺 照 寺
【 吉 田 地 区 】
宮城県中古車自動車販売商工組合
㈱佐々木工務所
【 鶴 巣 地 区 】
宮城県環境事業公社
㈱ 大 崎
㈱ 上 の 組
東北サンド㈱
ホクエツ工業㈱仙台工場
（福）功寿会 鶴巣桜の家
龍 華 院
【 落 合 地 区 】
㈱明治東北工場

トーアエイヨー㈱仙台工場
大和蔵酒造㈱
黒川森林組合
日進工具㈱仙台工場
宮城県森林組合連合会
㈲たんがら森
㈱ 鶴 和
俉 渓 寺
報 恩 寺
【 団 体 】
大和町老人クラブ連合会
【 個 人 】
曽根　崇（吉岡）
横田隆雄（鶴巣）
田村雄二（落合）

【吉岡地区】
ひろこクリニック
㈲佐藤サイクル
中国料理四川チャイナ
高 正
㈱セレモニー吉岡
JA新みやぎあさひな統括部
㈲中川観光バス
富陽軒フードサービス
㈱ 仙 台 妙 徳
塚本耳鼻咽喉科医院
にのみや歯科医院
㈲蜂谷新聞店
㈲ 浅 多 商 店
㈲富永精肉店
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◎　一　般　会　員（１口　800円）
吉 岡 地 区：1,785世帯
宮 床 地 区：1,442世帯

吉 田 地 区：　414世帯
鶴 巣 地 区：　505世帯

落 合 地 区：　345世帯

福祉のまちづくりにご協力ください
　社会福祉協議会の財源の中で、社協会員年会費は地域福祉を支える貴重な財源です。今後も引き続き会費納入のご協力
を賜りますようお願い申し上げます。また、新規でご加入いただける個人、団体、法人の方は事務局までご連絡ください。

◎　賛　助　会　員（１口　2,000円） （順不同敬称略）
【吉岡地区】
（柴　崎）
髙橋　　仁
和泉　善則
大友　初雄
小松　祐司
千葉　助夫
（志田町）
髙橋　正春
児玉養二郎
浅野　雅勝
大友　司郎
塩澤　恭子
山口とも子
土居　和彦
千葉　俊雄
桜井　勝見
阿部トキ子
三橋　郁子
八鍬みつよ
佐藤　孝洋
菅原　栄子
村田　勝嘉
伊藤辰次郎
髙橋　久志
佐々木千賀子
柏　　静枝
阿部　光浩
千葉　京子
髙橋　幸博
瀬戸　　充
泉田　昭夫
馬場ふみ子
二幡　俊道
志賀野和子
加藤樹一郎
青木　幸雄
杉元　　隆
齋藤三知郎
浅野　喜高
八鍬　政男
赤間　　森
伊藤　正之
石原　一男
森本喜久雄
（上　町）
堀籠　美子
佐々木律子

我孫子直美
伊藤　利雄
奥野　仁司
天野　泰良
本田ミエ子
幾世橋ミヨ
早坂　博子
泉　怜美子
本宮　紀昭
清野　邦子
澁谷　武彦
文屋　洋子
荒木　忠芳
佐藤　利章
早坂　佳夫
山寺　徳雄
江川　俊英
遠藤　　崇
大坂　秀逸
櫻井まきえ
山田　伸子
三浦　敏夫
庄司　晃一
（中　町）
只野　由雄
荒磯　哲哉
小原　伸一
高橋　新悦
笠原　弘子
天野　泰賢
鈴木　和子
髙平まさ子
江本　　功
吉田　雅彦
ゆみ美容室
泉田　信利
瀬戸　清江
伊藤　敏夫
佐野ふみゑ
渡邉　茂子
（下　町）
森　　　茂
吉田善一郎
高嶋　正之
佐々木俊一
柴田　信之
加賀　洋一
梅森　雄二

齋藤　秀明
遊佐　貞子
青砥　秀雄
茂泉　妙子
郷古　隆雄
荒磯　和行
（城内東）
菊地　健二
菅原　英雄
伊東　　勇
安曇喜恵子
髙橋　　章
（城内中）
高橋　　完
松川　利充
波間　豊和
佐々木末治
秋保　一弥
遠藤　幸則
千葉　恵右
瀬木　和子
小嶋エイ子
瀬戸　孝夫
文屋　栄司
渋谷　　博
中川　昭三
中川　恭子
佐々木邦雄
管野　　紘
（城内西）
中川けい子
千葉　正子
川名きよ江
菅原　令子
渡邊　良男
早坂　民子
菅原とく子
大友　長男
織田　孝子
明石　富子
小嶋　　節
石山　研二
（吉岡南一丁目）
若生　　昇
嶋貫　俊男
三浦　武彦
千田美笑子
千田　　充

西山　　晃
小原　勝子
（吉岡南二丁目）
曽根　秀子
高橋えく子
中島　秋子
矢内　明郎
飯田　明美
（吉岡南三丁目）
庄司　正巳
石川　文子
板垣貴美子
阿部　順子
清野めぐみ
文屋　俉郎
（吉岡まほろば二丁目）
西野　　裕

【宮床地区】
（中　野）
今野　純也
門傳　英成
竹中　博久
（新小路）
加藤　秋男
貝田美喜子
大沼　数子
鈴木　隆司
（向　原）
千葉　克紀
熊谷　順子
（荒　井）
山田　正敏
米倉　芳幸
佐藤　文徳
菅原　准一
秋山　正明
（前河原）
小川　　実
今野　洋子
菅原　智美
（もみじケ丘一丁目）
髙橋正紀

（もみじケ丘二丁目）
紀野國廣子
（もみじケ丘三丁目）
板坂　芳行
星野　　翠

（杜の丘三丁目）
佐々木　良

【吉田地区】
（麓　上）
佐藤　　誠
早坂　和馬
（麓　下）
鶉橋　福司
梅澤　徹玄
（金取北）
佐々木克彦
（沢　渡）
早坂　秀男
堀田多美夫
高橋　　淳
（八志田）
小野　誠一
堀籠　一男
佐藤　雄一
堀籠　國男
（反町上）
堀籠　昭夫
（反町中）
佐藤　　彰
熊谷　　巧
佐々木美和子
小川　弘吉
堀籠　哲也
（反町下）
堀籠　紀郎
堀籠　博司
（　峯　）
氏家　　仁
碓井　忠郎
佐藤　良一
（清　水）
早坂　辰男
（高　田）
石川　康一
吉川日出子

【鶴巣地区】
（下　草）
高橋　孝男
高橋　洋一
高橋千賀子
（北　目）

八島　時彦
大友　秀政
佐藤　虎一
馬場　郁子
大畑　洋一
八島　勇幸
安藤　　薫
（砂金沢）
内海　賢一
熊谷　秀明
遠藤　正人
（大　崎）
髙橋　公子
犬飼　元子
（鳥　屋）
文屋　芳光
後藤　良春
（太　田）
高橋　重幸
高橋　幸衛
高橋　　誠
佐藤　啓子
高橋　勝彦
（山　田）
鈴木　　稔
鈴木　利一
（大平上）
千坂　雄悦
大崎　勝治
千坂　俊郎
千坂みつゑ
（大平下）
木皿　　淳
佐藤　一郎
宮沢　幸英
出井とみ子
高橋　勇一
鈴木　健一

【落合地区】
（舞野上）
菅原　敏男
福田　孝雄
高嶋　征夫
相澤　瞭治
田村　雄二
浅野　　薫
相澤　和江

（舞野下）
佐々木宏一
蜂谷　　貢
大内　利勝
浅野勝三郎
佐藤　　昭
大友　勝衛
千坂　正志
（蒜　袋）
鈴木　一成
（相川上）
文屋　猛夫
（相川下）
文屋　　勉
髙平　恭子
文屋　宜夫
（桧和田上）
加藤　准一
小川　憲一
（桧和田下）
瀬戸　広好
小野　正春
瀬戸　善春
瀬戸　俊行
瀬戸　忠悦
瀬戸　啓一
上野　　薫
松浦　誠道
瀬戸　初男
残間　洋一
（報恩寺）
文屋　勝利
櫻井　憲一
千葉　榮一
菊地　　敬
斎藤　清重
文屋　泰彦
鈴木　次男
（三ケ内上）
藤江　昭夫
（三ケ内下）
犬飼　栄作
（松　坂）
石垣　久治
菅野とよ子
横橋　榮一
（大　角）
只木　彦士

たいわ社協だより第１４４号３



大和町民生委員児童委員協議会

２月20日（金）に「今とこれからの暮らし研修会」を開催しました。当日は多くの町民の方々が
参加し、関係者を含めると100名を超える人数が会場を埋め尽くしました。
第１部はご近所福祉クリエーターの酒井保氏を講師に招きました。講義では笑い声が絶えず、「暮

らしぶりは、つながりによって形成される」という話からは、70歳・80歳・90歳の「自分」の暮ら
しぶりを考える機会となりました。
第２部では、吉岡・宮床・吉田の２層協議体メンバーが進捗状況の報告、第３部では、東北福祉大

学の学生さんが城内西地区でのお茶っこ飲み会に参加し、取材したものを動画にまとめて公開しまし
た。地区内での小さな集まりの効果を目の当たりにしたことで、参加者は地域の“これまで”と“こ
れから”の暮らしをつなぐヒントを見つけたようです。
「社会的役割」「される立場になることを前提にした仕組みづくり」など、これからもこの地で

“暮らしていく”ための研修会となりました。

　パレットおおさきとひだまりの
丘にて、新任委員向けの研修会を
開催しました。

　介護老人保健施設希望の杜を
見学し、精神疾患や認知症の方
へのかかわり方について講義を
受けました。

　特別養護老人ホーム和風園を
見学し、施設での生活や福祉用
具について説明を受けました。

新任委員研修会 厚生福祉部会 2/19木 障害者福祉部会 2/24火

　吉岡地区の委員がボラン
ティアとして、けん玉やこま回
しなど、昔遊びの講師役として
小学校で活動しました。

　町内の小中学校へ、卒業・入
学のメッセージを贈りました。

吉岡小学校昔遊び体験 1/23金 小中学校メッセージ

1/27火、2/4水

～ 令和７年度　今とこれからの暮らし研修会 ～～ 令和７年度　今とこれからの暮らし研修会 ～

５月12日㈫は
「民生委員・
児童委員の日」です

生活支援体制整備事業
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ボランティアセンター　コーナーボランティアセンター　コーナー
大和町ボランティアセンター
T E L　022－345－2156
FAX　022－345－7280 
E－mail　taiwa－shakyo1967@poem.ocn.ne.jp 
U R L　http://www.taiwa－shakyo.or.jp

令和８年度 ボランティア活動保険・行事保険のご案内 更　新
お忘れなく

◆◆　ボランティア活動保険　◆◆

　活動中に、自分がケガをした、他人にケガを
させてしまった、物を壊してしまったなどの場
合に保障される保険です。年間を通してさまざ
まなボランティア活動に適用されます。
・１人300円～（年額）
・加入翌日より今年度末日まで適用

◆◆　福祉活動行事保険　◆◆

　ボランティア団体などが主催する行事（活き生
きサロン含む）向けに、ケガや損害賠償責任を補
償する保険です。
・１人30円～（行事１回あたり）
・行事開催日のみ適用
・日帰りまたは宿泊を伴う行事で、参加者全員
（ボランティア含む）が補償対象

・事前の名簿提出により、自宅（敷地内を除く）
から会場までの通常移動経路も補償対象

・開催予定日の届け出が必要

ボランティアセンター交流研修会

　３月５日（木）大和町ボランティアセンター
交流研修会を開催し、センターに登録している
42名のボランティアにご参加いただきました。
　福島県双葉町の東日本大震災・原子力災害伝
承館を見学した後、昼食後に団体毎の活動紹介
の時間を設
け、ボラン
ティア同士
での良い交
流の機会に
なりました。

万が一に備え、安心して活動できるようにボランティア保険に加入しましょう。

令和８年度災害ボランティア　登録受付中

　宮城県社会福祉協議会に災害ボランティアと
して事前登録することで、宮城県内で災害が発
生した際に被災地域のボランティア
センターからメールで活動情報が配
信されます。
　毎年度ごとの登録が必要です。

災害ボランティア講座

大和町ボランティアセンター運営事業推進協議会

令和７年度委員（敬称略）
田村　雄二
若生　　昇
菅原　文子

木皿田鶴子
佐藤ゆり子
貝田美喜子

三橋　郁子
堀籠美江子
庄司利智子

高平　恭子
早坂　　基

鶴巣ボランティア友の会様、まほろばの里た
いわ様、もみじケ丘二丁目ひまわり会、大和町パ
ークゴルフ協会様、佐々木邦雄様、浅野憲治様、
早坂佳夫様、青木様、江川俊英様、菅原せつ子
様、熊坂さおり様、斉藤智子様、浅野多喜子様、
佐々木はる子様、伊藤良子様、伊藤タキコ様、早
坂隆様、瀬戸智様、その他多くの匿名の皆様
換金した分はレクリエーション用品などの購
入に充てさせていただきます。大和町ボランテ
ィアセンター窓口で随時受け付けております。
ご協力お願いいたします！

プルタブ収集
ボランティア

プルタブ収集のご協力、ありがとうございます!

１月から３月受け取り分　33㎏　7,260円

　２月14日（土）ひだまりの丘を会場に、災
害ボランティア講座を開催しました。宮城県社
会福祉協議会みやぎボランティア総合センター
の武藤哲也所長を講師に招き、実際に大和町で
災害ボランティアセンターが開設された時の状
況を振り返ったの
ち、参加者はセン
タースタッフとし
ての実務や役割を
体験しました。

３月19日（木）大和町ボランティアセンター
運営事業推進協議会を開催しました。令和７年
度の事業やボランテ
ィアの活動状況を報
告し、活発な意見交
換をおこないました。

たいわ社協だより第１４４号５



イベント

たいわ福祉情報掲示板 日時
問い合わせ 持ち物 TEL　になります。

場所 金額 内容対象
連絡先

申込　こんにちは、「黒川願人節愛好会」です。「願人
節」は、江戸末期から明治初期にかけて歌われた念
仏系の歌です。
　願人和尚が祈願を頼まれて布教目的の手段として
唄ったことから、「願人節」の名ができたと言われ
ています。当時は県内でも広く唄われ、「杓子舞」
などと座敷歌として、時には酒席宴の席で鉦や太鼓
にあわせて、滑稽な身振りで踊られてもいました。
　明治中期以降、願人坊主が姿を消したと言われて
いますが、宮城県内では「宮城願人節」として民謡
歌手などが歌い継いできました。現在は黒川、桃生

地域活動支援センター 工房ななつもり

　工房ななつもりは、地域で暮らす様々な悩みを抱えた方々が
通所し、創作的活動や生産活動を通じて地域社会と交流する施
設です。ご利用、ご見学についてはお気軽にお問合せください。

今年度より指導員３名体制にな
りました。作業・作品制作・調理
実習のほか、一歩外へ出て園芸活
動も行っています。ひだまりの丘
入り口には、昨年植えたお花が可
憐に咲き、通所者はもちろんのこ
と、来客の方々にも「きれいだね
ー」と喜んでいただいています。
これからも通所者の皆さんがほっ
とできる居場所になるように、季
節の行事を取り入れた活動をして
いきます。

大和町福祉課☎345-7221　大和町社会福祉協議会☎345-2156大和町福祉課☎345-7221　大和町社会福祉協議会☎345-2156

大和町老人クラブ連合会
ボッチャ大会　３/16㈪ボッチャ大会　３/16㈪

優　勝
　志田町長寿会チーム
準優勝
　船形チーム
第３位
　山田健寿会チーム

電気と安心・安全なくらしサポーター 無料点検
高齢者世帯
宅を中心に、
町内の電気事
業者が無料点
検を実施しま
した。

ひなたぼっこ会（お茶飲み会）開催のお知らせ
☎345-2156　大和町ボランティアセンター
皆でお茶を飲みながら、楽しく

お話しませんか。どなたでもお気
軽にご参加ください。
５月11日（月）、６月８日（月）、
７月13日（月）10：00～11：30
大和町保健福祉総合センター
ひだまりの丘 ２階ラベンダー
100円

子育てサロン開催のお知らせ
☎345-4596　きらきら　代表　鈴木
５月８日（金）、６月12日（金）、
７月10日（金）10：00～11：00
大和町町民研修センター
０歳～未就学児の子どもとその
親、祖父母など　　無料

※感染症対策をしながら実施しま
す。ご参加の際は事前にご連絡く
ださい。

おもちゃびょういん ひまわり開院のお知らせ
☎090-8616-2636　おもちゃびょういんひまわり　院長　勝又
　壊れたおもちゃをお持ち込みく
ださい。お子さんからお話を伺い
ながらおもちゃドクターがその場
で治療（修理）します。下記日程
で来院できない場合は社会福祉協
議会でお預かりもできます。ご相
談ください。
５月12日（火）、６月９日（火）、

７月14日（火）10：00～11：30
大和町児童支援センター（ひだ
まりの丘１階）　　無料

生活相談所開催日のお知らせ
☎345-2156　大和町社会福祉協議会
　日常生活の困り事、心配事はあ
りませんか？相談員が親身になっ
てご相談に応じます。
５月14日（木）、６月11日（木）、７月９日（木）
10：00～15：00
大和町役場　　無料

にしぴりかの美術館
☎070-5011-0028　nisipirica（黒川こころの応援団内）
「沈黙の華～夢覚醒のゆりかご～」
　長い沈黙の先に、彼女は静かに
版画制作を始めた。そして私たちは、
作品に描かれるうつろな瞳の向こう
に、過ぎ去った大切なあたたかさを
見つける一方で、仮面を外されたあ
りのままの自分自身の姿を目撃する。
５月31日（日）まで 11：00～17：30 木曜日休館
にしぴりかの美術館（吉岡字館下47）
無料

令和8年度 第１回友・遊ななつもり開催について
☎345-3701　宮城県七ツ森希望の家 支援係
通常のご宿泊に加え、楽しいレクリエー

ションや特別メニューのお食事等、より楽
しめる内容です。皆様のご利用をお待ち
しております。
友・遊ななつもりは全４回開催の予定で

す。ほかにも、ななつもりふれあい福祉ま

つり、家族ＤＥトーク、ゆったりプラン等の
行事がございます。詳細につきましては順
次ＨＰに掲載いたしますのでご覧ください。
令和８年５月23日（土）～24日（日）
宮城県七ツ森希望の家（吉田字上童子沢21）

七ツ森手話サークル　メンバー募集
☎080-5120-5843　Fax022-345-1263
e-mail：nanatsumori.shuwa@gmail.com
　日常会話や日々の出来事などの
表現を、手話を用いて楽しく学ん
でいます。
第２、４金曜日　19：30～21：00
大和町町民研修センター（吉岡字古館25－１）
無料　ご見学は事前にご連絡ください。

見学会・体験会のお知らせ（デイサービス・生活介護）
050-3187-7835　デイホーム土屋たいわ 管理者
月～土曜日　10：00～16：00（事前予約必要）
デイホーム土屋たいわ（落合桧和田字西原17）
障害をお持ちの方、要支援１～２及
び要介護１～５の認定をお持ちの方
無料

講座案内、イベント告知、ボランティ
ア募集など、地域や福祉関係の情報を
掲載します。掲載したい情報がありま
したら社会福祉協議会（TEL345－2156）
までお寄せください。
※受付締め切り：令和８年６月30日㈫

●参加される方へのお願い●
　体調の確認や感染症対策等は各自のご判断
でご対応くださいますようお願いいたします。
また、予定していた行事が予告なく中止にな
る場合がございますので、ご了承ください。

令和８年５月１日発行 ６



このコーナーは、大和町内の高齢者・障害児者施設及び事業所での普段の取り組みや行事、ボラン
ティアの活動状況を地域の皆さまに発信していくコーナーです。
掲載をご希望される事業所は大和町社会福祉協議会までご一報ください。また、記事のご提供につ
いてご連絡させていただくこともありますのでご協力お願い申し上げます。
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ビィビィバンドビィビィバンド

黒川願人節愛好会黒川願人節愛好会 大和町ボランティアセンター　☎345－2156

大和町ボランティアセンター　☎345－2156

地方に残っていますが、伝承芸能として歌い継ぐ目
的で、平成２年に有志により黒川郡内の隅々までの
地名や名所、旧跡を文章として書き残されているも
のを歌詞として、尺八や太鼓、鉦の伴奏に踊りを振
り付けして「黒川願人節」として整えました。
　現在、愛好会として毎月２回の練習に励んでおり
ますが、町文化祭や地域の催しで披露するほか、ボ
ランティアとして依頼される敬老会、活き生きサロ
ンなどでも民謡や踊りを加えて楽しく演じています。
　皆様からのご要望と会への参加をお待ちしていま
す。

　こんにちは、「黒川願人節愛好会」です。「願人
節」は、江戸末期から明治初期にかけて歌われた念
仏系の歌です。
　願人和尚が祈願を頼まれて布教目的の手段として
唄ったことから、「願人節」の名ができたと言われ
ています。当時は県内でも広く唄われ、「杓子舞」
などと座敷歌として、時には酒席宴の席で鉦や太鼓
にあわせて、滑稽な身振りで踊られてもいました。
　明治中期以降、願人坊主が姿を消したと言われて
いますが、宮城県内では「宮城願人節」として民謡
歌手などが歌い継いできました。現在は黒川、桃生

子三代でメンバーとして活躍する日がすぐそこまで
きているということです。25年という月日が、音
楽を通じた家族の物語を紡いでいます。
〇 心に届く、こだわりの演出

•こども園：『さんぽ』など歌って踊れる曲のほか、
イントロクイズや楽器紹介で音楽の楽
しさを伝えています。

•介護施設：『ふるさと』の合唱や『ヤングマン』
で、世代を超えて一緒に体を動かす一
体感を大切にしています。

　吹奏楽部出身の大人から、現役学生、そして親と
なった元園児まで。音楽の力で成長し合えるこの居
場所を大切に、これからも地域に笑顔と元気を届け
ていきます！

　こんにちは！ 〝音楽を楽しむ心〞 を第一に活動し
ている「ビィビィバンド」です。私たちは、大和町
宮床にある「みやの森こども園」の在園児・卒園児
の家族、そして園の先生方で構成された音楽バンド
です。〝みんなで音楽をやろう！〞 と有志が集まり、
気づけば結成25年。当初は園の行事が中心でした
が、現在は福祉施設への訪問演奏や「まほろば音楽
祭」への出演など、活動の幅を広げています。
〇子どもたちが主役！未来へつながるハーモニー
　私たちの誇りは、何と言っても子どもたちの活躍
です。かつての卒園児が成長して小・中・高校生と
なり、部活動とはまた違う「地域の音楽仲間」とし
て立派にメンバーを支えてくれています。
　さらに驚きなのは、かつての園児が今では親とな
り、自分の子どもと初期から在籍している母と、親

たいわ社協だより第１４４号７
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『いこうぜ！みんな きらきらのあしたへ ゴーゴゴー！』
（令和８年度標語）

５月５日の「こどもの日」から１週間（５月
５日～５月11日）は「こどもまんなか 児童福
祉週間」です。
ー孤独・孤立対策強化月間ー
ひとりぼっちだと感じる孤独、人とのつなが
りが少ない孤立。こうした感情や状態を、あな
ただけのものとおもっていませんか？
もう、ひとりで悩まない、みんなで支え合う
社会へ　５月は「孤独・孤立対策強化月間」です。

こどもまんなか児童福祉週間こどもまんなか児童福祉週間こどもまんなか児童福祉週間

あたたかい善意　ありがとうございます
（令和８年１月１日～３月31日）

大和町グラウンド・ゴルフ協会 様･･･ 金 10,000円
匿名 様････････････････････････ 金 30,000円
匿名 様････････････････････････ 金　1,500円
匿名 様････････････････････････ 金　1,500円
匿名 様････････････････････････････････ 米

令和７年度　共同募金運動実績報告

種　　別
戸別募金
個人募金

イベント募金（まほろば夏まつり、地域食堂、餅つき交流会、
災害ボランティア研修会、楽天イーグルスグッズ）

窓口募金
ハートフルベンダー募金（自動販売機）

その他
合計金額
戸別募金
個人募金
合計金額
合計金額

金額（円）
2,177,256
25,122

39,772

1,729
8,406
7,881

2,260,166
2,118,156
95,455

2,213,611
11,500（20個）

皆様から心温まる募金をお寄せいただき誠にありがとうございました。

赤い羽根共同募金

歳末たすけあい運動募金

むすび丸ピンバッチ募金

お住まいの地域の子どもや高齢者、ボランテ
ィアなどが食を通して楽しく交流できる場所と
して、地域食堂を実施する団体を募集します。
開催期間：①令和８年７月１日（水）
　　　　　～令和８年９月30日（水）内の１日間
　　　　　②令和８年10月１日（木）
　　　　　～令和８年12月28日（月）内の１日間
開催場所：集会所、民家、店舗など団体の希望

する場所
実施内容：地域の子どもや高齢者を対象とした

参加者30名程度の地域食堂　　　　
会場の選定（確保）・設営、参加者
への案内、調理・配膳スタッフの手
配、食材の準備、調理、片付け　等

予　　算：１回の開催につき２万円以内（本会
より支出）

募集期間：①５月１日（金）～５月29日（金）
　　　　　②８月３日（月）～８月31日（月）
　　　　　同一団体が①、②の期間それぞれで

実施することも可能です。

８この広報紙は社協会費と赤い羽根共同募金の配分金で発行しています


